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五木村防災会議を開催しました

グラウンドゴルフ、陸上競技で優勝

表紙 ： 五木東小学校　田植え体験

郡民体育祭で村民大活躍中！！むらのできごと

災害への備えは大丈夫ですか？五 木
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Fe a t u r e  o f  v i l l a g e

公
的
機
関
に
よ
る
急
所
活

動（
＝
公
助
）ま
で
に
は
、
一

定
の
時
間
を
要
す
る
ほ
か
、

個
々
の
家
ま
で
の
対
応
が

困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
「
自
ら
の
身
は
自
分
で
守

る
」（
＝
自
助
）
と
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」（
＝
共
助
）の
対
応
が

犠
牲
者
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
が
、
今
回
の
熊
本
地
震

で
の
南
阿
蘇
村
の
事
例
で

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。一
方
で
、
共
助
に
よ
る

災
害
対
応
が
十
分
で
な
い

地
域
が
存
在
す
る
こ
と
も

・
県
で
は
「
熊
本
地
震
の
概

ね
３
か
月
間
の
対
応
を
検

証
し
、
応
急
対
応
に
つ
い
て

「
評
価
で
き
る
事
項
」「
課

題
」「
改
善
の
方
向
性
」を
整

理
し
、
地
域
防
災
計
画
の
修

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ

を
踏
ま
え
、
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
村
の
防
災
計
画
に

追
記
及
び
明
記
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
か
つ
広
域
的
な

被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消

防
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど

　

6
月
9
日
に
村
及
び
関

係
機
関
出
席
の
も
と
五
木

村
防
災
会
議
を
開
催
し
、
地

域
防
災
計
画
の
修
正
案
と

各
対
策
部
及
び
関
係
機
関

の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
熊
本
県
を
含
む
九

州
北
部
は
、
す
で
に
６
月
６

日
に
梅
雨
入
り
し
て
お
り
、

気
象
台
の
３
か
月
予
報
に

よ
る
と
、
降
水
量
は
平
年
並

み
又
は
多
い
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
７
月
上
旬
は
大
雨

に
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。気
象
台
が
発
表
す

る
気
象
情
報
や
行
政
か
ら

の
情
報
に
注
意
し
、
予
防
的

避
難
（
明
る
い
う
ち
の
早
め

の
避
難
）
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

地
域
防
災
計
画
の
主
な

修
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。 五

木
村
防
災
会
議
を
開
催

《
主
な
修
正
点
》

各関係機関からの取り組み、連絡体制などが確認された

災
害
へ
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

○
自
助・共
助
に
よ
る

　
対
応
を
追
記

１
．熊
本
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

（
熊
本
地
震
の
概
ね
３
か
月
の
間
の
対

応
に
関
す
る
検
証
を
踏
ま
え
た
修
正
）

を
踏
ま
え
た
修
正
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・ 

大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
も
災
害
対
応
等
の
業
務

を
適
切
に
行
う
た
め
、
次
の

項
目
を
盛
り
込
ん
だ
業
務

継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
策

定
を
明
記
し
ま
し
た
。

１ 
村
長
が
不
在
時
の
明
確

　

 
な
代
行
順
位
及
び
職
員

　

 

の
参
集
体
制

２ 

庁
舎
が
使
用
で
き
な
く

　

 

な
っ
た
場
合
の
代
替
庁

　

 

舎
の
特
定

３ 

電
気
、水
、食
料
等
の
確
保

４ 

災
害
時
に
も
つ
な
が
り
や

　

 

す
い
通
信
手
段
の
確
保

５ 

重
要
な
行
政
デ
ー
タ
の

　

 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

６ 

非
常
時
優
先
業
務
の
整
理

明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
村
で
は
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
自
主
防
災

活
動
支
援
事
業
を
通
じ

て
、
自
助
・
共
助
の
取

組
み
の
重
要
性
を
認
識

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
改
め
て
地
域
防
災

計
画
に
明
記
し
ま
し

た
。

○
避
難
情
報
の
名
称
の

　
修
正

・
県
に
よ
る
基
礎
調
査
結
果

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
土

砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
明

記
し
、
土
砂
災
害
対
策
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
等
を
明
記

２
．
避
難
勧
告

等
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の

一
部
改
定
に
伴

う
修
正

３
．
土
砂
災
害

防
止
法
の
一
部

改
正
に
伴
う
土

砂
災
害
対
策
の

強
化

変 更 前 変 更 後

 

・ 

大
規
模
災
害
時
等
に
お

い
て
他
の
自
治
体
等
か
ら

の
応
援
職
員
が
応
急
・
復

旧
業
務
を
円
滑
に
遂
行
で

き
る
よ
う
、
次
の
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
受
援
計
画
の
策

定
を
明
記
し
ま
し
た
。

１ 

応
援
要
請
の
手
順

２ 

応
援
職
員
が
行
う
業
務

　

 

の
明
確
化

３ 

応
援
職
員
宿
泊
場
所
等

４ 

支
援
物
資
の
調
達
先
の

　

 

確
認
・
確
保
・
要
請
手
順

・
平
成
28
年
台
風
第
10
号
に

よ
る
水
害
で
は
、
岩
手
県
泉

町
の
高
齢
者
施
設
に
お
い

て
避
難
準
備
情
報
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
伝
わ
っ
て

お
ら
ず
、
適
切
な
避
難
行
動

が
と
ら
れ
ず
、
多
く
の
入
居

者
が
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

等
の
避
難
開
始
時
期
の
明

確
化
の
為
、
避
難
情
報
の
名

称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
1
丁
目

　
11

－

4

　
熊
本
県
教
育
会
館
四
階

☎（
0
9
6
）3
6
4
―
5
0
0
5

１
　
自
衛
官
候
補
生

《
平
月
》

（
１
）
募
集
期
間
：
年
間
通
し
て
行

　
　
っ
て
い
ま
す

（
２
）試
験
日
、場
所
：

　
　
平
成
29
年
７
月
15
日（
土
）

　
　
健
軍
駐
屯
地

（
３
）受
験
資
格
者
：

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

《
統
一
期
》

（
１
）募
集
期
間
：

　
　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
９
月
８
日（
金
）

（
２
）試
験
日
、場
所
：

　
　
平
成
29
年

　
　
９
月
17
日（
日
）〜
20
日（
水
）

　
　
健
軍
駐
屯
地

（
３
）受
験
資
格
者
：

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

○
業
務
継
続
計
画

　（
B
C
P
）の
策
定
を

　
明
記

○
受
援
計
画
の
策
定
を

　
明
記

「避難準備情報」 「避難準備・
　高齢者等避難開始」

「避難指示」 「避難指示（緊急）」

※「避難勧告」については変更なし
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むらのできごと
郡
民
体
育
祭
で
村
民
大
活
躍
中
！！

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、陸
上
競
技
で
優
勝

技
に
参
加
予
定
で
す
。皆
様
の

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
多
良
木
町
世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

五
木
村
男
子　

団
体　

５
位

同　
　

女
子　

団
体　

６
位

女
子
個
人
の
部

　

優
勝　

土
肥
オ
ト
イ
さ
ん

陸
上
競
技

（
多
良
木
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

女
子
34
歳
以
下　

砲
丸
投
げ

　

優
勝　

東
友
美
さ
ん
８
ｍ
06

女
子
34
歳
以
下　

円
盤
投
げ　

　

優
勝　

東
友
美
さ
ん
26
ｍ
72

砲
丸
投
げ

男
子
30
才
か
ら
39
才
砲
丸
投
げ

　

６
位
入
賞　

奥
村
薫
寛
さ
ん

　
（
頭
地
）８
ｍ
11

　

５
月
16
日
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
か
ら
始
ま
っ
た
球
磨
郡
民

体
育
祭
で
、
五
木
村
民
が
大
活

躍
中
で
す
。

　

５
月
25
日
に
多
良
木
町
で
行

わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競

技
で
は
、
五
木
村
か
ら
初
め
て

女
子
個
人
の
部
で
土
肥
オ
ト
イ

さ
ん（
下
谷
）が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。土
肥
さ
ん
は「
私
は
こ
ん

な
物
、初
め
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
28
日
に
多
良
木

町
の
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

陸
上
競
技
に
お
い
て
も
、
東
友

美
さ
ん（
竹
の
川
）が
女
子
の
砲

丸
投
げ
・
円
盤
投
げ
で
他
の
町

村
の
選
手
を
全
く
寄
せ
付
け
な

い
強
さ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
も
、
７
月
16
日
の
水

泳
ま
で
郡
内
各
地
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

空
手
道
・
ゴ
ル
フ
な
ど
各
種
競

グラウンド・ゴルフ女子選手のみなさん

男子100ｍ走に出場した平野選手

力
強
く
投
げ
る
山
本
選
手

素
晴
ら
し
い

投
球
で
し
た

グラウンド・ゴルフ男子選手のみなさん

賞

状を
笑顔
で受け取る東選手

記
録
更
新
を

ね
ら
う

奥
村
選
手

個
人
の
部
で

優
勝
し
た
土
肥
選
手
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土肥康之氏が
　　消防叙勲受章

「ふるさと五木村づくり計画」
 住民説明会を開催しました

　５月２６日～２７日、日本各地の小さな村（北海道音威子
府村 (おといねっぷむら )【人口 732人】、福島県桧枝岐村
【人口 571人】、山梨県丹波山村【人口 583人】、和歌山県北
山村【人口 451人】、岡山県新庄村【人口 948人】、高知県大
川村【人口 392人】、熊本県五木村【人口 1,136 人】）が一同
に集まり、人口減少という共通の悩みについて、情報を交換
しました。これは互いに刺激し合うことで、価値を高め合っ
ていく、「小さな村ｇ７サミット」と呼ばれるもので第 2回
目となる今年は、福島県桧枝岐村で開催されました。五木村
からは、村長や村職員、地域おこし協力隊３名の計５名が出
席しました。
　初日は、日本総合研究所の藻谷浩介氏による「都市と里山
の交流」をテーマにした講演会が、２日目は、２村の事例発
表、パネルディスカッション、サミット共同宣言が行われま
した。パネルディスカッションでは、五木村地域おこし協力
隊の高江雄一郎氏がパネラーとして参加し、「小さな村と都
市企業との交流事業の可能性」をテーマに、様々な意見、議
論が発言されました。共同宣言では、７村の首長が宣言文書
を発表し、今後も小さな村がお互いを知り、相互に協力し合
うことが誓約されました。

「第２回小さな村ｇ７サミット in 桧枝岐村」開催
五木村も参加！

　平成２９年春の叙勲の伝達式が、５月１５日、東
京都「ニッショーホール」で開催され元五木村消防
団長の土肥康之氏（高野）が瑞宝双光章を受章され
ました。
　土肥氏は、昭和４８年に五木村消防団に入団以
来、３７年間にわたり日夜、地域住民の生命と財産
を守るため消防団活動に従事されました。平成１２
年４月から平成２２年３月までの１０年間、団長職
を務められるとともに、熊本県消防協会理事や球磨
支部長の役職も
歴任され、本村
消防団はもとよ
り熊本県全体の
消防団の発展に
寄与されまし
た。
　今回の叙勲
は、こうしたこ
れまでの功績に
より受章された
ものです。

　五木村の振興へ向けて、県と村の共同で策定して
いる「ふるさと五木村づくり計画（平成２９年度実施
計画）」の住民説明会が、５月３１日から６月９日ま
で（計５回）開催されました。
　住民説明会では多くのみなさまにご出席いただ
き、商工観光振興、農林水産業振興、保健・医療・福
祉対策など多岐にわたり、貴重なご意見、ご要望を賜
りました。いただいたご意見は、今後の村政運営の参
考とさせていただきます。
　なお、計画書については全世帯に配布します。確認
いただき、疑問点やご意見などありましたら、ふるさ
と振興課（３７－２２１２）までお寄せください。

パネラーとして発言する高江雄一郎氏

共同宣言の発表

長い間消防活動に励んでこられた土肥康之さん
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　頭地の吉松ナミエさんが５月３１日に満１００
歳の誕生日を迎えられました。村長から「在宅でお
元気に１００歳を迎えられたのは、大変素晴らし
いことです。これからも健康で長生きしてくださ
い。」と、声をかけられると、吉松さんは表彰状を笑
顔で受け取られました。
　現在は、週３回「五木の友」のデイサービスを利
用し、手足の体操や数字合わせのパズルなどやり
ながら、毎日楽しく過ごされています。いつまでも
元気で過ごしください 。

祝　吉松さんが百寿

ご家族・和田村長と記念撮影

　５月２９日に村老人クラブ連合会主催によるグ
ラウンドゴルフ大会が、五木源パークで開催され
ました。
　普段の練習場とは違い、慣れない土のコースで
のプレーに少々難航していましたが、ホールイン
ワンも出て歓声が起きていました。
　なお、１位と２位のチームは、１０月１８日に
錦町民グラウンドで開催される、郡老人クラブ連
合会主催の大会に、村代表として参加されます。

老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会

ナイスショット

だし割しょうゆを配布しました食生活改善推進協議会のみなさん

元気はつらつとしたプレー

　熊本県食生活改善推進連絡協議会では、毎年 6 月
の「食育月間」啓発活動として、県下一斉に管内スー
パーなどの店頭で、買い物客を対象に食育チラシを配
布するキャンペーンを行っています。五木村食生活改
善推進協議会でも、6月 1日に物産館（山の幸）で「食
育街頭キャンペーン」を行いました。
　当日は、来店された方に「食の大切さ」を伝え、興味
を持っていただけるようにと、チラシと一緒においし
く減塩できる「だし割しょうゆ」の配布を行いました。
　キャンペーンに参加した会員さんから、「多くの方
に食への関心をもってもらった、今後も地域の食生活
の推進につながる活動を続けていきたい」という声が
聞かれました。

　交響楽の里推進協議会（中野重実会長）主催によ
る、「ホタル観賞会」が、６月３日、子守唄公園で行わ
れ、村内外から約１００名が来場しました。道の駅が
会場で豚足、焼き鳥、ビール、ジュースを販売し、多く
の人が飲食を楽しみながら、ホタルが現れるのを待
ちました。日が暮れ辺りが暗くなったところで田口
渓流下流から無数のホタルの光が確認され、観賞し
ている人たちから「すごい」、「いっぱい飛んでいる」
など感激の声があふれました。

食育街頭キャンペーンホタル観賞会
～渓流沿いを舞う無数の光～

１位
鶴亀老人クラブＡ

２位
銀杏老人クラブ

ホタルが飛び交う頭地地区
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ステージ上での五木村PR毎度あり！物販も好調でした

　６月４日、八代市泉町の泉運動広場で「第１２回平家いずみお
茶まつり」が開催され、五木村のＰＲと道の駅の物産販売が行わ
れました。まず、ステージにいつきちゃんが登場し、夏に向けて
のお勧めの観光スポットや、ヒストリアテラス五木谷が紹介さ
れました。会場周辺をいつきちゃんが動き回ると、多くの来場者
からしきりに拍手や写真撮影を求められ、いつきちゃんの人気
の高さがうかがえました。
　道の駅は、シイタケ入りメンチカツや手作りパイ、くねぶゼ
リー、くねぶロールケーキなど販売し、好調な売れ行きでした。
　八代市泉町は、平家の落人伝説でも知られる五家荘がある地
域で、五木村の隣にある地域として、現在、さまざまな形で相互
交流が行われています。

問い合わせ先

五木村ＰＲ、
道の駅物産販売

「第１２回平家いずみお茶まつり」

笑顔で牛乳を受け取る園児

優勝した東分館Ｂのみなさん

　６月１５日、中央保育所園児（２１
人）にホワイト酪農協同組合様（あさ
ぎり町）から牛乳をいただきました。
　これは、６月１８日の父の日を前

に、「ちちの日に牛乳を贈ろう！キャ
ンペーン」の一環で贈られたもので
す。
　牛乳は１５日の給食の際においし
くいただきました。ホワイト酪農協
同組合様ありがとうございます。

中央保育所園児に
牛乳が贈られました

嶽坂幸太郎さん 橋口利行さん 土屋幸人さん

ちち

交通安全功労者
表彰伝達式

　第 1 回分館対抗スポーツ大会が平成 29 年
6月 4日 ( 日）、ビーチボールバレーを種目に
行われました。
　今年は球磨人吉で行われる県民体育祭の関
係により例年よりも 1週間遅い実施となりま
したが、例年とほぼ変わらない 7チームが参
加し、和気あいあいとした雰囲気の中で汗を
流しました。
　決勝戦は東分館 B と昨年度優勝の三浦分
館が対戦し、東分館Bチームが優勝しました。

　５月１２日、人吉市で開催された人吉交通安全協会総
会で、交通安全功労者表彰の伝達が行われました。本村
からは、人吉地区交通安全協会五木支部交通指導員の嶽
坂幸太郎氏（白水）と土屋幸人氏（白水）が交通安全功労
者表彰を、橋口利行氏（内谷）が優良運転者表彰を受章さ
れました。
　毎月の立ち番や交通安全運動期間中における街頭指
導等、長年にわたり地域の交通安全に尽力された功績に
より受章されたものです。

第1回分館対抗スポーツ大会
ビーチボールバレー開催

優　

勝　

東
分
館
B
チ
ー
ム

準
優
勝　

三
浦
分
館

第
３
位　

北
分
館
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７月号

期 日 7月　　５日（水）、１２日（水）
　　　１９日（水）、２６日（水）

場 所

時 間

保健センター 宮園交流館

　昨年度は参加された方
全てに能力の維持・向上
が見られました。とても楽
しく参加できます。興味の
ある方は保健福祉課まで
お尋ねください。

受付

開始

９：30

10：00

受付

開始

1：00

1：30

７月の脳いきいき教室の日程表

７月のげんぞう会の日程表
介護予防教室

場所

期日

三　浦

７月　４日（火）

７月１８日（火）

７月　７日（金）

７月２１日（金）

７月１１日（火）

７月２５日（火）

７月１４日（金）

７月２８日（金）

時間 受付 受付

開始（午前）

（午前）

（午前）

（午後）

（午後）

時間
（午後）

開始

受付

開始

受付

開始

９：30 ９：30

10：00 10：00

９：30

10：00

９：30

10：00

小　鶴 宮　園 瀬　目

場所

期日

下梶原

７月　４日（火）

７月１８日（火）

７月　７日（金）

７月２１日（金）

７月１１日（火）

７月２５日（火）

７月１４日（金）

７月２８日（金）

受付 受付

開始 開始

受付

開始

受付

開始

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

1：１５

1：４５

平　瀬 平沢津 頭　地

■「げんぞう会」や「脳いきいき教室」の問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　保健福祉課　電話：３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

※健診の対象者が少ない場合には健診を中止する場合があります。対象の方には個別に通知を行います。

健診のお知らせ
期　日 検　診 受付時間 場　所 対象者

７月　７日(金)
８月　４日(金)

３･６･１０ヶ月、１歳２ヶ月
１歳６ヶ月、３・４・５歳児

1：30

2：00
乳幼児健診 保健センター～

（午後）
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　梅雨に入り、雨が続くとなかなか外に出られないことも多いと思います。いつも散歩等の運動を
頑張っていらっしゃる方も、この時期はなかなか運動する機会が少なくなったり、周りの家に遊び
に行ったりすることが少なくなるのではないでしょうか？
　げんぞう会に来て体操をしたり、周りの方と楽しく話すことで、生活しやすくなることもありま
す。今回は、げんぞう会の効果についていくつか掲載します。

　平成２３年度からげんぞう会に継続して参加していただいている方と、参加されていない方につい
て「医療費がどれだけかかっているか」や「病気にどれだけかかっているか」を調べた結果、８０歳
代の入院費が参加している方のほうが、参加していない方に比べて低い傾向にありました。高齢にな
るに従い、様々な原因で入院した後、寝たきり等になることがよくあります。入院せずに住み慣れた
地域で生活できる事は非常に大切であり、げんぞう会に参加することでそれが達成しやすくなるかも
しれません。

　毎年、１月から３月までげんぞう会に来られていない方に集中して、毎週げんぞう会の体操や筋力
トレーニングを行う教室を実施しています。２８年度の参加者の方々は、参加して３か月後、歩く速
度等が速くなるという結果が出ました。それまで家で散歩等の運動をされていた方も能力の向上が見
られたことから、げんぞう会の運動は日ごろの運動よりさらに効果があると言えます。

あなたもげんぞう会に来てみませんか？

熊本県人吉保健所　精神保健相談
　専門の医師が相談を受けます。
　専門医の受診が難しい方、ぜひ、この
機会を利用してみませんか？

五木村　こころの健康相談
　臨床心理士が相談を受けます。
●相談内容：
　物忘れ、人間関係の悩みや
　病気の対応など
●相談日：
　７月１２日（水）
　９月１３日（水）

こころの健康相談

　　　　　 　 保健福祉課
電話：３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

坂田臨床心理士

問い合わせ先　　　　　　  人吉保健所保健予防課
電話：２２－５２８９

問い合わせ先

相談は、
無料です

※完全予約制です。事前に保健所担当まで
　ご連絡ください。

※相談内容の秘密は固く守られます。
※希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

●７月１３日（木）
　場所：多良木町多目的研修センター１階
●７月２８日（金）場所：人吉保健所

○参加していない人に比べ、入院の医療費がかかっていない傾向があります○参加していない人に比べ、入院の医療費がかかっていない傾向があります

○集中的に体操等を行うことで、歩いたり生活に必要な動作がやりやすくなります○集中的に体操等を行うことで、歩いたり生活に必要な動作がやりやすくなります

　げんぞう会に参加されている方は、げんぞう会がない日でも週に２～３回以上運動を行っている
方が８割以上、週に４回以上運動している方が６割強と、普段の生活で運動の習慣がついていま
す。毎日の運動は健康な生活に欠かせません。げんぞう会に来て一緒に参加されている方と情報交
換しながら運動を続けることができます。

○ずっと参加されている方には普段の生活でも運動等の習慣がついています○ずっと参加されている方には普段の生活でも運動等の習慣がついています

いかがでしょうか？げんぞう会に来ることで様々ないい点があります。
気になる方は保健福祉課までご相談ください。
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tsuki Village NewsI

区　　分 改定前（平成２８年度） 改定後（平成２９年度）

７．８０％
２１，０００円
１５，０００円

３．１０％
８，０００円
６，０００円
２．４０％
９，０００円
５，０００円

８．５０％
２３，０００円
１７，０００円

３．１０％
８，０００円
６，０００円
２．４０％
９，０００円
５，０００円

①医療給付分　

②後期高齢者支援金分

③介護納付金分

①医療給付分・・・・・・・・・国民健康保険の医療費等に充てるための税額
②後期高齢者支援金分・・・・・７５歳未満の方が７５歳以上の方の医療制度を支援するための税額
③介護納付金分・・・・・・・・４０歳から６４歳の方（介護保険２号被保険者）が納める税額

所 得 割
均等割（１人当たり）
平等割（１世帯当たり）
所 得 割
均等割（１人当たり）
平等割（１世帯当たり）
所 得 割
均等割（１人当たり）
平等割（１世帯当たり）

据
え
置
き

01
tsuki Village NewsI

　国民健康保険は、加入されている方の医療費などを支払うため、みなさんに納めていただく国民健
康保険税と、国・県などの公費の収入により運営しています。
　村の国民健康保険の財政状況を見ると、医療給付費などの支出が保険税などの収入を上回り厳し
い状況にあることから、安定的な事業運営のため、税率の改定を行います。
　加入者の皆さまにはご負担をお掛けすることになりますが、ご理解とご協力をお願いします。
　平成２９年度の国民健康保険の税率は次のとおりです。
※②後期高齢者支援金分と③介護納付金分は据え置きになります。

問い合わせ先 住民税務課　３７－２２１３　ＩＰ電話：２２１４

国民健康保険税の税率を改定します

02
tsuki Village NewsI国民健康保険医療費の状況について

件数 前月比

前月比

保険者（五木村）負担額

入　　院
外　　来
調　　剤

食事・生活療養費
その他療養費
合　　計

１人あたり保険者負担額（月額）
４月末国保被保険者数

円
人

28,327
285

11 
296 
115 
10 
4 
436 

21.35
0.52
5.37
 8 .47
41.67
11.24

－
＋
－
－
－
－

％
％
％
％
％
％

14.55－ ％

3,506,520
3,284,357
1,074,820
196,916
10,672

8,073,285

円
円
円
円
円
円

平成２９年
４月診療分

今月の医療費は前月と比べ、減少しています。特に入院費に係る医療費の減少が大きいです。
今月の区長会で検診の希望調査を配布しています。必ず受診し、病気の早期発見につなげましょう。

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。   
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村からのお知らせ
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　県では、７月を「愛の血液助け合い運動」月間として、広く県民
の皆さんに献血の呼び掛けを行っています。夏場は長期の休み
や暑さにより、献血者が減少することが心配されています。
　今までに献血の経験がない方も、ぜひ、この機会に献血へのご
協力をお願いします。

梅雨～台風シーズンにかけて
　　「土砂災害」に注意しましょう！

04
tsuki Village NewsI ７月は「愛の血液

助け合い運動」月間です

03
tsuki Village NewsI

②避難所を確認する①情報を手に入れる

早めの避難が大切！避難所の場所や
行き方を家族で話しておきましょう。

※役場から配布されている「防災マップ」も確認してください。

大雨が降ったら、テレビ、ラジオ、パソコンから、
大雨や土砂災害、避難に関する情報を確認！

「土砂災害警戒情報」が発表されたら要注意！！

川辺川ダム砂防事務所では、土砂災害を防ぐための「砂防設備」の整
備を進めています。

砂防設備の整備土砂災害の調査

「土砂災害」を
見つけたら…！？

決して近づかないでください！
土砂災害を発見したら、役場
や川辺川ダム砂防事務所まで

お知らせください。

～４００ｍＬ献血・成分献血にご協力ください～

みんなで、献血の輪を
広げましょう！

けんけつちゃん ©2010熊本県くまモン

問い合わせ先
「自分の身は自分で守る」
ためにも、日頃からの備え

が大切です。

川辺川ダム砂防事務所
砂防工事課 電話 ０９６６－３７－２１１５
工務第二課 電話 ０９６６－２３－３１７４
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05
tsuki Village NewsI

　平成２８年度中に五木村から人吉・球磨クリーンプラザ（ごみ処分場）に搬出されたごみの量が確
定しました。

平成２８年度のごみ搬出量のお知らせ

06

問い合わせ先 保健福祉課　３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

tsuki Village NewsI臨時福祉給付金（経済対策分）の申請
　受付期限は７月３１日までとなっています

可
燃
ご
み

平成２７年度

平成２８年度

２０１．５

１９９．９

―

１．６トン減少

年　度 搬出量 増減量

不
燃
ご
み

平成２７年度

平成２８年度

１０．６

１０．８

―

０．２トン増加

年　度 搬出量 増減量

　可燃ごみは、前年度
と比較して、約１．６ト
ン減りました。生ごみ
の「水切り」や資源ご
みとの分別を今後も
お願いします。

資
源
ご
み

平成２７年度

平成２８年度

４６．０

４７．５

―

１．５トン増加

年　度 搬出量 増減量

　資源ごみは、リサイクルできる紙やアルミ缶、スチール缶などですが、回収後はクリーンプラザが専門
業者に売却し、収入金は施設の運営費に活用されることから「増加」は大変よい傾向です。
　なお、お菓子などが入っていた箱や日用品のティッシュ箱などにはこの       リサイクルマークが付い
ています。可燃ごみとして出さずに、再利用するために分別して「資源ごみ」としてお出しください。

前年度と比較すると

200キロ増えています。

お忘れなきよう、期限内に申請をお願いします。

１人につき１万５千円の給付金を
受け取るためには申請が必要です

支給対象の方には、
申請書等一式お送
りしています。申請時
に必要なものをご確
認ください。
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〈診療所を受診される方へ〉
待ち時間を少なくするため、電話による予約受付を行っています。
医師は、患者搬送のために救急車に同乗したり、午後は往診に出ていることがあります。
受診される場合は、必ず予約をしてお来しください。

日 月 火 水 木 金 土

８月の休日当番医のお知らせ
　当番医が変更となっている場合があります。必ず電話をして受診してください。

人吉医療センター　予約センター　　月曜日～金曜日　　午前９時～午後５時
　　  （電話番号）２２―１９００  　　　  （電話番号）２２―２１９１予約時 救急時

日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。   

増田耳鼻咽喉科クリニック
岩 井 ク リ ニ ッ ク
東 病 院
権 頭 医 院
犬 童 耳 鼻 咽 喉 科
高 田 内 科 医 院
犬 童 内 科 胃 腸 科 医 院
田 中 医 院
こ ん ど う 整 形 外 科
深 水 内 科 医 院

4 5 - 8 0 0 1
4 9 - 2 1 8 1
4 5 - 5 7 1 1
3 6 - 0 0 0 8
4 3 - 0 7 7 7
3 8 - 3 6 7 7
4 5 - 1 1 2 5
3 8 - 0 0 6 1
4 5 - 6 5 5 5
3 8 - 3 2 2 1

や ま む ら 医 院

人吉医療センター小児科

公立多良木病院小児科

増田クリニック小児科

たかはし小児科内科医院

4 5 - 0 0 0 5

2 2 - 2 1 9 1

4 2 - 2 5 6 0

2 2 - 3 5 7 0

2 4 - 2 2 2 2

６日

1 1日

1 3日

2 0日

2 7日

日

金
（祝）

日

日

日

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（総合診療科）
南

（血液内科）
樅田

（代謝内分泌内科）
大礒

（外　科）
外科Dr

（総合診療科）
南

（血液内科）
樅田

（外　科）
外科Dr

（外　科）
外科Dr

（外　科）
外科Dr

（外　科）
外科Dr

山の日

８月の診療所担当医師予定表　
　（電話番号　37 - 2 0 0 8　ＩＰ電話　20 0 8  ）07

tsuki Village NewsI

08
tsuki Village NewsI
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◎７月は河川愛護月間です
09

tsuki Village NewsIＳＴＯＰ！油流出事故

流し台や側溝などへ灯油・石油などを
絶対に流さないでください

・下水道管で灯油・石油などが揮発、引火することで爆発事故の恐れがあります。
・灯油・石油などが河川に流れることで、そこに住む生き物に悪影響を及ぼす恐れがあ
ります。
・排水溝から揮発した石油の臭いが上がり、悪臭被害を及ぼす恐れがあります。
・下水処理場の生物処理機能が損傷し、下水の処理ができなくなる恐れがあります。

原因者には罰則や損害負担金が
課せられます

・灯油・石油などを下水に流した者（原因者）は、下水道法第１８条に基づき、修復費
用を負担しなければなりません。
・油が河川に流れ出た場合は、河川法第６７条に基づき、清掃費用の負担を命ぜられ、
廃棄物の処理及び清掃に関する法律第２５条に基づき、５年以下の懲役または1千
万円以下の罰金が科されことがあります。

「油流出事故」が発生したら速やかに連絡を
油流出事故を発見または引き起こした場合は、直ちに応急処置を行い、
同時に場所と現場状況を役場及び消防署に連絡してください。

問い合わせ先 保健福祉課　３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４保健福祉課　３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４
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平成２９年度 保健福祉課事業
　　 説明会及び保険証交付日程表10

tsuki Village NewsI

　説明会では検診の受診希望調査票の回収や、国民健康保険証及び後期高齢者医療保険
証の交付などを行います。説明会の日程は下記のとおりです。印鑑と保険証（国民健康保
険証・後期高齢者保険証）をご持参ください。

場　　所

下 谷 集 会 所

九 折 瀬 集 会 所

瀬 目 集 会 所

平 沢 津 体 育 館

内谷日当集会所

山 口 集 会 所

中 村 集 会 所

下 平 瀬 集 会 所

白 岩 戸 集 会 所

西 地 区 集 会 室

出 る 羽 集 会 所

小 原 集 会 所

入 鴨 集 会 所

保 健 セ ンタ ー

竹 の 川 集 会 所

大 平 集 会 所

葛の八重集会所

高 野 公 会 堂

白 水 集 会 所

梶 原 集 会 所

三浦地区集会室

八 重 集 会 所

宮園交流館（３階）

宮 園 憩 い の 家

栗 鶴 集 会 所

下 梶 原 集 会 所

対　象　地　区

下谷・三方谷

九折瀬・八原

瀬目

平沢津

内谷（日当・日添）

山口

中村

上平瀬・下平瀬

白岩戸

小鶴・端海野

出る羽

小原

入鴨

頭地・掛橋

竹の川

大平・野々脇

葛の八重・宮目木

高野・土会平・元井谷

白水

梶原

吐合

八重

宮園・松尾野

平野・西谷

栗鶴・鶴

下梶原

時　間期　　日

午 後 ７ 時

午 後 ７ 時

午 後 ２ 時

午 後 ３ 時

午 後 ７ 時

午 後 ２ 時

午 後 ３ 時

午 後 ７ 時

午 後 ２ 時

午 後 ４ 時

午 後 ７ 時

午 後 ２ 時

午 後 ４ 時

午 後 ７ 時

７月６日（木）

７月７日（金）

７月１０日（月）

７月１１日（火）

７月１２日（水）

７月１３日（木）
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「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額
減額認定証」の更新の手続き等のお知らせ 11

tsuki Village NewsI

■現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」（橙色）をお持ちの方
　平成２９年７月３１日で有効期限が切れますので、新しい「限度額適用･標準負担額減額認定証」

（水色）を７月中に郵送します。８月１日からご使用ください。

■新しく申請が必要な方
所得区分Ⅰ・Ⅱの方で、「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちでない方は、外来および入

院で受診される際に、この認定証が必要となります。保健福祉課に申請してください。

【申請に必要なもの】　○後期高齢者医療被保険者証　　○印かん

■入院・外来時の自己負担限度額・入院時の食事代（※８月１日から）

（※1）過去12か月以内に外来＋入院の限度額を超えた支給が4回以上あった場合、

　　　 4回目以降は44,400円となります。

（※2）区分Ⅱとは、世帯の全員が住民税非課税の方(区分Ⅰ以外の方)。

（※3）区分Ⅰとは、世帯の全員が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除

　　　 ｛（年金の所得は控除額を80万円として計算)を差し引いたときに0円となる方｝

（※4）過去12か月以内の入院日数が90日を超えた場合は、長期入院の申請により食事代が160円にな

　　　 ります。

問い合わせ先 保健福祉課　３７－２２１４　ＩＰ電話：２２１４

入院時の食事代
（１食当たり）

所得区分

一　般

現役並み
所 得 者

区分Ⅱ
（※2）

区分Ⅰ
(※3）

外来

（個人単位）

14,000 円

（年間 14.4 万

円上限）

57,600 円

8,000 円

8,000 円

外来＋入院
（世帯単位）

57,600 円

4回目以降 44,400 円（※1）

80,100 円＋( 総医療費－

267,000 円 )×１％を加算

4回目以降 44,400 円（※1）

24,600 円

15,000 円

過去12か月で90日までの

入院 210円

過去12か月で91日目からの

入院 160円（※4）

100円

360円

指定難病者の方などは260円

の場合もあります
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村からのお知らせ

八代年金事務所・年金出張相談

人吉市東西コミュニティセンター

錦町社会福祉協議会
（温泉センター）
多良木町役場

午前９時～
　　　午後５時１２日（水）・２６日（水）

５日（水）・１９日（水）

３日（月）・10 日（月）・24 日（月）・31 日（月）

７月の日程
年金に関する相談を行います。
相談会場の待ち時間が長時間に及ぶことが予想されます。
必ず予約をしてください。

場　　所 日　　時 相談時間

八代年金事務所　お客様相談室　　電話：０９６５－３５－６１２３
住民税務課　　　　　　　　　　　電話：３７－２２１３　ＩＰ電話：２２１４

■問い合わせ・予約先

12
tsuki Village NewsI

日本年金機構からの
お知らせ

13
tsuki Village NewsI

　平成２７年４月１日より、地域おこし協力隊として活動いただきました
黒川麻里子さんが、６月１７日付けで退職されました。

退職のお知らせ お世話に
なりました

　年金を受けとるために必要な保険料の納付期間が、２５年
から１０年に短縮されました。
　対象となる方に日本年金機構より「短縮」と記載した黄色の封

筒を順次お届けしています。

　お手元に届きましたら、「ねんきんダイヤル (0570-05-1165)

で予約の上、できるだけお早めに手続きをお願いします。
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tsuki Village NewsI

全ての税金と保険料で収納率１００％達成
日本一納税意識の高い自治体「五木村」

　平成２８年度も、昨年に引き続き皆様のご理解とご協力により、全ての税金と保険料で、収納率１００％を
達成することができました。
　納付いただいた税金等は、村民が豊かで健康な暮らしができる各種福祉サービスなどの財源となります。
　今後とも、税金等の役割について十分ご理解いただき、納期内納付にご協力をお願いします。

　口座から自動的に税金等の納付ができる制度があります。簡単な手続きで済ませ
ることができます。詳しくは、住民税務課にお問い合わせください。

村税（保険料）の納付は、口座振替が便利です

税・保険料
調定額 収納額 収納率

3 8 , 0 8 8

1 8 9 , 9 5 9

4 , 4 6 3

2 2 , 2 4 8

3 0 , 2 3 2

9 , 5 9 9

3 8 , 0 8 8

1 8 9 , 9 5 9

4 , 4 6 3

2 2 , 2 4 8

3 0 , 2 3 2

9 , 5 9 9

1 0 0 %

1 0 0 %

1 0 0 ％

1 0 0 ％

1 0 0 ％

1 0 0 ％

村 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

平成２８年度

▼
受
講
日
時
：
９
月
10
日（
日
）〜

　
　
　
　
　
　
11
日（
月
）２
日
間

学
科
・
実
技
合
わ
せ
て
10
時
間
　

▼
場
　
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

▼
定
　
員
：
40
人
　

▼
受
講
料
：
１
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　(

テ
キ
ス
ト
代
含
む)

▼
申
込
期
間
：
７
月
５
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
９
月
７
日（
木
）

▼
申
込
・
問
合
せ

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３

－

１

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２

－

２
４
７
５
）

　
給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
徴

収
し
た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
（
以
下
「
源
泉
所
得
税
等
」
と

い
い
ま
す
。）
は
、
給
与
な
ど
を
支

払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納

付
す
べ
き
税
額
が
な
い
場
合
で

も
、
翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
書（
給

与
所
得
・
退
職
所
得
の
所
得
税
徴

お
知
ら
せ

締
固
め
用
機
械（
ロ
ー
ラ
ー
）

特
別
教
育
　
開
催
の
ご
案
内

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例

と
納
付

（単位：千円）
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税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

い
場
合
に
は
、
お
早
め
に
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
人
吉
税
務
署

（
☎
０
９
６
６

－

２
３

－

２
３
１
１
）

※

自
動
音
声
案
内

▼
受
講
日
時
：
10
月
４
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　
５
日（
木
）２
日
間

学
科
・
実
技
あ
わ
せ
て
13
時
間

▼
場
　
所
：
人
吉
球
磨
能
力
開
発

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

▼
定
　
員
：
40
人

▼
受
講
料
：
１
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
申
込
期
間
：
７
月
20
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　
10
月
２
日（
月
）

▼
申
込
・
問
合
せ

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３

－

１

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２

－

２
４
７
５
）

日
、
祝
日
な
ど
の
休
日
や
土
曜
日

の
場
合
に
は
、
そ
の
休
日
明
け
の

日
が
納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
人
吉
税
務
署

（
☎
０
９
６
６

－

２
３

－

２
３
１
１
）

※

自
動
音
声
案
内

　
国
税
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と

で
、
事
業
の
継
続
又
は
生
活
の
維

持
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、
そ
の
国
税
の
納
期
限
か
ら

６
か
月
以
内
に
、
所
轄
の
税
務
署

に
申
請
す
る
こ
と
で
、
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、
猶
予

期
間
中
の
延
滞
税
の
一
部
が
免
除

さ
れ
た
り
、
財
産
の
差
押
え
や
換

価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。国

収
高
計
算
書
）
を
税
務
署
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
又
は
郵

送
等
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま

す
。）。

　
ま
た
、
給
与
の
支
給
人
員
が
常

時
10
人
未
満
の
事
業
所
で
は
、
一

定
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
源
泉
所
得
税
等
の
納
付
を
年

２
回
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る

源
泉
所
得
税
等
の
「
納
期
の
特
例
」

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
表
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
期
限
の
日
が
日
曜

　
こ
れ
か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・

開
花
期
を
迎
え
ま
す
。
農
薬
を
散

布
さ
れ
る
際
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
前
に
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防

除
時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交

換
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
散
布
し
た

農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
か
か

ら
な
い
よ
う
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
：
熊
本
県
農
業

技
術
課
（
０
９
６

－

３
３
３

－

２

３
８
１
）、
畜
産
課
（
０
９
６

－

３

３
３

－

２
４
０
１
）
ま
た
は
最
寄

り
の
各
広
域
本
部
（
地
域
振
興
局
）

農
業
普
及
・
振
興
課

 

　
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
最
大
限
に
利
活
用
し
た
林

業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向

け
、
木
材
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的

に
供
給
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

た
め
、
森
林
の
面
的
ま
と
ま
り
を

確
保
す
る
「
森
林
の
集
約
化
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
で
は
、
森
林
の

経
営
・
管
理
が
困
難
な
方
に
対
し

て
、
県
が
所
有
権
の
移
転
を
行
う

た
め
の
「
あ
っ
せ
ん
」
の
支
援
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
：
県
広
域
本
部

（
地
域
振
興
局
）
林
務
課
ま
た
は
熊

本
県
森
林
整
備
課

（
☎
0
9
6

－

3
3
3

－

2
4
4
1
）

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬

危
害
防
止
に
つ
い
て

小
型
車
両
系
建
設
機
械

（
整
地
用
）特
別
教
育
講
習
会

開
催
の
ご
案
内

国
税
を
一時
に

納
付
で
き
な
い
方
の
た
め
に

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

「
森
林
を
見
直
そ
う
！
」〜

森
林
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
に

大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
〜

源泉所得税等の納期の特例制度

源泉所得税等の区分 納付期限

７月１０日

翌年１月２０日

１～６月に源泉徴収した
所得税及び復興特別所
得税

７～１２月に源泉徴収し
た所得税及び復興特別
所得税

し
ゅ
っ
す
い
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INFORMATION

１
日
１
回
は
家
族
や
仲
間
と
揃
っ
て
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
県
南
地
域
（
八
代
、
芦
北
水
俣
、

人
吉
球
磨
）
で
生
産
さ
れ
た
県
南

の
商
品
（
農
林
水
産
物
や
食
関
連

商
品
、
料
理
な
ど
）を
販
売
・
使
用

す
る
販
売
店
・
飲
食
店
を
「
く
ま

も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
応
援

店
」と
し
て
募
集
し
ま
す
。

　
応
援
店
と
し
て
指
定
し
た
あ
と

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▼
応
募
期
間
：
随
時

▼
応
募
方
法
：

　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
で

　
き
ま
す
。

▼
指
定
期
間
：

　
指
定
の
日
か
ら
３
年
間

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

　
推
進
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
５

－

５
２

－

１
０
２
０

▼
提
出
先
：

　
〒
８
６
９

－

４
２
０
１

　
八
代
市
鏡
町
鏡
村
３
６
３

　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

　
推
進
協
議
会
事
務
局
（
フ
ー
ド

　
バ
レ
ー
推
進
室
内
）

　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

推
進
協
議
会
で
は
、
地
域
を
代
表

す
る
作
物
で
あ
る
「
ト
マ
ト
」
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
店
舗
を

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
：

①
県
南
産
の
ト
マ
ト
を
使
用
し
た 

　
料
理
を
県
南
地
域
で
６
カ
月
以

　
上
継
続
し
て
提
供
す
る
（
見
込

　
み
が
あ
る
）
こ
と

※

既
に
提
供
し
て
い
る
も
の
で
も

　
可
能
で
す
。

②
県
南
産
の
ト
マ
ト
を
使
用
し
て

　
い
る
こ
と
を
消
費
者
が
認
識
で

　
き
る
よ
う
に
、
メ
ニ
ュ
ー
に
明

　
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

▼
募
集
期
限
：

　
平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

　
推
進
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
６
５

－

５
２

－

１
０
２
０

　
県
立
農
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス「
緑
の
学
園
」を
開
催
し
ま
す
。

　
在
籍
高
校
な
ど
を
通
じ
て
参
加

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
な
ど
は
、
農
大
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限
：

　
第
１
回
　
７
月
７
日（
金
）

　
第
２
回
　
７
月
28
日（
金
）

▼
定
員
：
各
回
80
名

▼
問
合
せ
先
：
県
立
農
業
大
学
校

☎
０
９
６

－

２
４
８

－

１
１
８
８

▼
提
出
先
：
合
志
市
栄
３
８
０
５

　
県
立
農
大「
緑
の
学
園
」係

 

熊
本
県
立
農
大 

緑
の
学
園  

検
索

　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
29
年
度
第
1
回
・
第
2
回
消
防

設
備
士
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類
：
甲
種
全
類

　
　
　
　
　
　
　
乙
種
全
類

▼
試
験
日
：

　
平
成
29
年
9
月
3
日（
日
）

　
　
　
　
　
9
月
10
日（
日
）

▼
願
書
受
付
期
間
：

（
書
面
申
請
）

　
平
成
29
年
7
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
〜
27
日（
木
）

（
電
子
申
請
）

　
平
成
29
年
7
月
17
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
〜
24
日（
月
）

▼
他
：
熊
本
市

１
　
試
験
の
種
類
、試
験
日
等

※

詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を
ご
覧

　
く
だ
さ
い
。

2
　
願
書
等
の
配
置
場
所

　
受
験
願
書
・
試
験
案
内
等
は
、

7
月
4
日
（
火
）
以
降
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本

県
総
務
部
消
防
保
安
課
及
び
熊
本

市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部
に
配

置
し
ま
す
。

3
　
問
い
合
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
熊
本
県
支
部

　
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
1
丁
目

　
11

－

4

　
熊
本
県
教
育
会
館
四
階

☎（
0
9
6
）3
6
4
―
5
0
0
5

１
　
自
衛
官
候
補
生

《
平
月
》

（
１
）
募
集
期
間
：
年
間
通
し
て
行

　
　
っ
て
い
ま
す

（
２
）試
験
日
、場
所
：

　
　
平
成
29
年
７
月
15
日（
土
）

　
　
健
軍
駐
屯
地

（
３
）受
験
資
格
者
：

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

《
統
一
期
》

（
１
）募
集
期
間
：

　
　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
９
月
８
日（
金
）

（
２
）試
験
日
、場
所
：

　
　
平
成
29
年

　
　
９
月
17
日（
日
）〜
20
日（
水
）

　
　
健
軍
駐
屯
地

（
３
）受
験
資
格
者
：

　
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

農
大
を
知
り
た
い
、

農
業
体
験
を
し
て
み
た
い
、

高
校
生
の
皆
さ
ん
へ

く
ま
も
と
県
南

フ
ー
ド
バ
レ
ー
応
援
店
を

募
集
し
ま
す
！

「
消
防
設
備
士
試
験
案
内
」

ト
マ
ト
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
す
る
店
舗
を

募
集
し
ま
す
！

募
　
集

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て
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3130

の行事予定 http://www.vill.itsuki.lg.jp
主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！
自然が奏でる子守唄の里  五木村

7月

INFORMATION

海の日

２
　
一
般
曹
候
補
生

（
１
）募
集
期
間
：

　
　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
９
月
８
日（
金
）

（
２
）試
験
日
、場
所
：

[

１
次]

平
成
29
年
９
月
16
日（
土
）

　
　
　
熊
本
県
内（
受
付
後
連
絡
）

[

２
次]

平
成
29
年
10
月
５
日（
木
）

　
　
　
〜
11
日（
水
）健
軍
駐
屯
地

（
３
）受
験
資
格
者
：
18
歳
以
上

　
　
27
歳
未
満
の
男
女

３
　
航
空
・
海
上
学
生

（
１
）募
集
期
間
：

　
　
平
成
29
年
７
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
９
月
８
日（
金
）

（
２
）試
験
日
、場
所
：

[

１
次]

平
成
29
年
９
月
18
日（
月
）

　
　
　
熊
本
地
方
合
同
庁
舎

[

２
次]

平
成
29
年
10
月
17
日（
火
）

　
　
　
〜
22
日（
日
）

[

３
次]

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

　
　
　
〜
12
月
21
日（
木
）

（
３
）応
募
資
格
：

[

航
空

]

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

　
　
　
　
男
女

[

海
上

]

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の

　
　
　
　
男
女

▼
問
い
合
わ
せ
先
：

　
自
衛
隊
人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２

－
４
７
０
４

▼
実
施
日
：
７
月
７
日（
金
） 

▼
実
施
時
間
：
夜
８
時
か
ら
10
時

　
　
　
　
　
　
ま
で
の
２
時
間 

▼
取
組
内
容
：
上
記
の
日
程
・
時 

間
帯
で
可
能
な
限
り
の
消
灯
を
お

願
い
し
ま
す
。

バドミントン（郡
体）、バスケット
ボール（郡体）

水泳（郡体）

五木村議会議員
一般選挙

区長会

保健福祉課事業
説明会
(7/6～7/13)

ゴルフ（郡体）

「
く
ま
も
と
夏
の

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
＋（
プ
ラ
ス
）

２
０
１
７
」の
実
施
に
つ
い
て
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（準市・佳那）頭地

〒868-0201 熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
2672-7　TEL0966-37-2211　FAX0966-37-2215

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
http://w

w
w
.vill.itsuki.lg.jp　

E-m
ail info@

vill.itsuki.lg.jp
発
行
日
／
平
成
2
9
年
7
月
1
日
発
行
／
五
木
村
役
場

編
　
集
／
総
務
課
　
印
刷
／
町
田
印
刷

人
の
動
き 

（
5
月
末
現
在
）

戸
籍
の
窓
口

人　口／1,136人　世帯数／508世帯
（増減 －２）

※5月15日～6月14日　届出分

転入 転出

男

女

計

出生 死亡

3

0

3

2

3

5

0

0

0

0

0

0 鴦山　勝  義 

黒木　ミヤコ 

さん

さん

 （74歳） 下平瀬

 （97歳） 平沢津

6月1日

6月6日

【おくやみ】

山尾　聡太郎 くん
5月23日

【おめでた】

ヤマオ ソウタロウ

泥だらけになりながら頑張りました

　６月６日、五木東小学校の全児童４０人が高野地区の代替

農地の水田で、田植え体験を行いました。

　当日は園田久さん（頭地）と兼田昭治さん（頭地）の指導のも

と、もち米の苗を植えました。

　昨年度から始まった田植え体験。水田に張られたロープの

赤い目印に合わせて上手に苗を植えていきました。

五木東小学校　田植え体験

広
報
い
つ
き
  N

o
.280
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